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東日本大震災以降も、全国で発生し続ける「在宅被災者」

l 2015.9䅻稀䄫놫䓈䃷姡㲹
l 2016.4 挪儖㏐꧟˙髲⩝鹴ꦘ˙/.8 㹿䣆洈㹿媼槄⺏겧10⺘/.10 둊⹦洈╈鼧㏐꧟
l 2017.7 ▆䃸⴮鼧霔ꦞ
l 2018.6 㛻ꡉ䈡⴮鼧㏐꧟/.7 里仼儖霔ꦞ/.9 ⴮宾鷹羑䨕典鼧㏐꧟
l 2019.10 ♐⽰⩕䇗熤ס⺏겧15,19,21⺘㲯㒮٬焰㼖٬ⶉ蜗٬Ꝏꄇלם
l 2020.7 ♐⽰2䇗僖霔ꦞ▆䃸٬杶瀂䃷לם
l 2021.2 焰㼖洈婵؅꧟嶎׾׌כ㏐꧟/♐⽰䇗㛉ס⺏겧璡ס㛻ꦞ㸓䎬٬ꪐ㹭לם
l 2022.3 焰㼖洈婵؅꧟嶎׾׌כ㏐꧟
l 2023.5 耆氧ⶐ㼖؅꧟嶎׾׌כ㏐꧟/㛉 ♐⽰䇗匣ꦞ⯥稗׾׻מ㛻ꦞ熤榹٬ꪐ㹭٬焰㹭לם
l 2024.1能登半島地震
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各地で聞かれた困難の声…再建資金・行政に頼れず・周囲からの孤立・声を上げられない

熊本地震・２年後

・５０代夫婦。地震で自宅が「一部損壊」。家の中がぐちゃぐちゃになり害虫も大量に発生。住めなくなり避難所へ。

しかし早く出てと急かされ、家の片付けで日中不在にしていると「荷物を撤去する」と警告。仕方ないので１か月車
中泊に。不安で起き上がれなくなった時期もあり、片付けがなかなか終わらなかった。り災調査は外観目視のみで天

井裏では柱が割れていたのに見てもらえなかったが、全壊の家も多く家が残ったので声を上げられず。支援金で屋根
だけ直し資金が枯渇。柱や壁など壊れたままの箇所多い。

• 資金不足（り災判定？）
• 避難所にいられず情報過疎→孤立化、体調悪化
• 「自分より大変な人がいる」→自分から声を上げられない（申請主義の壁） 

常総鬼怒川水害・６年後 
• ７０代独り暮らし女性。水害前は自宅の敷地内でスナック経営。１ｍ浸水し借家の自宅は「半壊」。応急修理では直せな
かったが、大家は解体を望み修理せず。「離婚し行くあてがないので温情で住まわせてもらってる」家族・親戚とは疎遠。
自宅の風呂・台所が壊れ、床が直せないまま。その後生活していた２階でボヤ。元スナックの椅子を並べベッド代わりに。

住民票がなかったために地元自治体の支援が得られず。車を手放したくないので生活保護も望まず。唯一仲が良い妹による
内緒の仕送りで生活。

• 資金不足（借家で大家が修繕しない・できない ）
• 災害以前から孤立傾向 
• 行政から隔絶（申請主義の壁）→健康への懸念  

各地で聞かれた困難の声…再建資金・行政に頼れず・周囲からの孤立・声を上げられない

西日本豪雨・１０か月後 
・８０代夫婦。自宅２階まで水が上がり「全壊」。避難所も親戚の家も居心地が悪く壊れた家に戻った。支援金と自己

資金でトイレと風呂と寝室だけ修理。業者は信用できないのでホームセンターで材料を買い自分で全てやった。他の
部屋や廊下・天井には泥が付いたまま。台所は直せなかったのでカセットコンロで煮炊きしていたが、火が怖いので

コンビニの弁当で生活することにした。何度か行政の見回りは来たが被害の確認と支援は必要か？と聞かれただけ。
食べる物もなかった戦時中に比べれば、困ったことなどない！と思う。

• 資金不足（親戚・家族も被災）
• 災害前から孤立しがち 
• 行政不信（申請主義の壁）→孤立、情報過疎、健康への懸念 

令和元年台風１９号水害・３年後  
• ６０代独り暮らし男性。水害で自宅に土砂が流れ込み、外壁や風呂・トイレ・台所を破壊。ただ流入が一部だったた
め当初は「一部損壊」。その後、建築士らの支援で二次調査が行われ「半壊」に格上げされたが、土砂片付けの順番
を待っているうちに応急修理の申請期限が切れてしまい、自己資金もないため修理出来ないままになってしまった。 
３年後に福島県沖地震が発生し居間の床が抜けたが、り災判定は「準半壊」。応急修理では床の修理は不許可。自治
体が示した理由は「地震ではなく水害の影響」。水害後に腰を悪くして失業。生活保護受給のため車を手放したので
風呂へは腰痛をおして自転車で４キロの山道を通うことになった。 

• 資金不足（親族も）
• 災害以前から孤立しがち
• 行政から隔絶（申請主義の壁）→情報過疎、健康への懸念 
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令和元年台⾵19号，2021年，2022年地震で多重被災した男性の被災状況（前ページ最後の事例）
①

②

③

典仼儖㛻꧟愤侇ע꧟䈱䍚Ձ糞愤⮭㲊؅榼鑁׍׎逇㲹敯媲┘伺
Ζ ⺏겧19⺘׾׻מ姡㲹ך㎻溟ֿ孱⪌Ձ겧⼊٬ٝؕع٬⺏䢥璡ֿ䮇⥏ն糞愤⮭㲊ր┉鼧䮇㙗ցՁ⫋⮭㲊ךրⶐ㙗ցמ㚺催Ձր䑴䓦⟣杼ցס榼鑁僿꡾מꝴ׍؂⺬מ儔⟣杼ն
Η 2021䇗2022䇗מ鵽禈ג׊㏐꧟ך㓹灄٬儒免ֿ䮇⥏ն㳃⪮׵⠠׾׿ն
Θ 2022䇗ס㏐꧟䏲עמ䈂ס┉鼧ֿ㾆㙗׊刻׵⥝ׂն㚖哅鵽礘⚡ס斻舅מ鐧削מ⹆ⱶג׊䋦疣㚖עր⛨מס׳⷇ꣅցכ⮭㲊ն糞愤⮭㲊ע䈂ס䮇⥏؅㏐꧟כס׵׾׻מ鏀׍״ր嶖ⶐ鉮ցՁր䑴䓦⟣杼ց30┒⫃؅鸵榫׵䈂ס⟣杼ע鏀׍״ն䶹䭤縖ֿ狜㲜ֵֿגז⺏겧19⺘⺸ׄ♞錃⛨㱝ס׫⪌㷈؅姲׵׾״2022䇗㏐꧟逇愤縖סכַם׊┙❠עמ㵚䑴ն

進展する支援と、露呈する限界

n⪒䢔鋼ゖ鐧削ס鍱ײ挪儖㏐꧟֐
Øր㏐㓊䶹ֻ⺬ַ٭ذ٤ج炘⚡焰炮⶜閱⚡ցֿյ逇愤┩䅮ס⪒䢔鋼ゖ鐧削؅鍱׾ײ⸁Ⲑ泸ס䧗㵵)Ձ ㏇㱝逇愤縖˘髲⩝鹴ꦘ縖˙ס׫釱憠˟舅媩⛮ֿր⠕⮯ت٭آ⚡閱ց׵㲔产

限界 「安否確認・見守り」にとどまる…「従来の福祉」では対応できないք䥵䎎縖סהג㚜օ
ü ր儖☔ֿOK׼םյ榟孨מ䶹꤃ֿמױױסאף׿ׄםն䑏鿥ע☔ם车䷓ס꞊➟鼧ꝛ׫笋׃ց
ü ր妨榟㡦⿦׷⵱Ꝏ׈؆ֿ釤㱤׾ַיזց րت٭آ⚡閱כַםעךל׮׾ׄ־מ⮭了ց
ü ր㛙׼־釤ל׮׾㛻㚺עךסַםעךցր炘⶜ס儖全哅ⳉמ䶹꤃׵նַךױח禈ׄ־׾ց

Ձր磵㷀ֽעꄋסゖ갭ךյ鋼ゖֿסל׮׿ל䙫⽏؅䧏־סח˟ց٭ذ٤جրַֹכ־ַם׀ך־כ؆ם䓙ַֿ׾ֵע⯆䈱ס窜ֿ׽ն㚜ֵֿ׼ם׾洈׷㎁מ㷐ַׄגց舅媩⛮
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進展する支援と、露呈する限界

n舅媩⛮כ妨ꝴ㍚⛮סכ鵽䯥Ꝏ僿䶹䭤ס釱憠里仼儖霔ꦞ֐
Ø舅媩⛮焰炮鼧ꝛכ䶹ֻ⺬ַס٭ذ٤ج刎鬁ם鵽䯥٬鬭ַؠ٭٠عشن˟碛企ַت٭آ吾鋀כ鋼ゖ
Ø⪒䢔䤧䭂鐧削מ妨ꝴٍٚؓؔط٤孨榫յ鋼ゖ孨Ⳃמ妨ꝴٍٚסכؓؔط٤鵽䯥꡾槡 ր榟⽜ցכր舅䄕婊㲊嘤ցסכ於ꝴמ䖽׳ք䥵䎎縖סהג㚜օ

ü ր⯆䈱؅⹨ׄמס׾׿׼⹨ֿׄ׾ַדױדױֿ☔ַםי驫驥׵☔׾׌㛡ַց
ü ր鋼ゖ؅筝׽鲭י׊յ⺸׼־ֹ׆䣆؅䧸ׅ׃׌׼ג׀י㵚䑴מֹ׻׾׀ךց
꡾槡ր⠕☔䗯㕔畘杼ցס㙆
ք䥵䎎縖סהג㚜օ
ü ր鐧削מ⩕؅ذ٭ظ⺏䅲⛼ַֿג׽յ꧅㯸ذ٭ظ⪦僗עꦘַ׊˟碊ַם־׊׾׌מց
ü ր䧗炐鵟־׊מ׽Ⳃׄ׍յ馐ײ鱮ַם״ն鵽䯥ע׽׻ַֹכ˘┖鑁ׄ˙ֿ㲔䛜ց
ü ր妨ꝴךױ׆לע鞊♳־׾׿כ? 䎎◄縖׼־錎ֻ׼ג׿׼ 㡦鋔㜵硜磵עٜغ٭ـש냕ַց

進展する支援と、露呈する限界

n妨ꝴ㍚⛮⺱㚖ס鵽䯥˟րؓؔط٬ٍٚ٤ٞوցסהג鶟⴫杯㏇
Ø䤗软硌ٍٚؓؔط٤焰炮硌ٍٚؓؔط٤

˟氦愤泡䏲מꝎ僿氳釐䶹䭤縖؅䤧䭂׾׌鍱ײ
꡾槡 车׀浓ׂ⩝ע舅媩⛮סր䏼全ס焰炮ց˟炘⚡⟊꤃⯆䈱ֿס׵סאゖ׾ַי׿؂
ք䶹䭤縖סהג㚜օ
ü ր⪜ㅀ⛨㱝⪌㷈עמյ爑ꄋ帩硯縖┘鸵劲׷⟊錞☔䑒釐לם냕ַ׾ֵֿٜغ٭ـց
ü ր榟孨⟊閾ס釐♭⸬ַ׊ն׵י׊ؓٛؠ؅׿א괏砝䶹䭤؅禆禈׾׌䑒釐ֵֿ׾◄䛜ֿ颯׾׀ց
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取材を通して感じていること
nր逇愤縖ַֹכ☔ס倲ס׊׼⫋䋦ց؅յؕסٚن٤⫋䋦מ╚浌؅糋׀յסח愤㲹ׇמכ◀畀כ鿥⮆⩝ֿ婊׾ױ愤㲹䐝艄⯆䈱כ׆׾׌٭ف؜ך舅⛮מ扛杼ֵֿעךס׾
n䇖侇׼־⠕չ☔ס倲؅⽜׷׊׼禆禈氳מ釤׾焰炮⯆䈱ס亠ֿ鈐⽰䓪ֵ׾ն
Ø㜊哅׾׌յ檪妳׾םמյ愤㲹؅ة٭ْرך⹨ׄ׾ Ձ 倲׾םׂם׼םױױֿ׊׼愤㲹ס逇愤縖׵䇖侇ס焰炮㵚霄縖׵㚺ַם׽؂
Ø⸉㍔׍׼؂־־מյסא侇չמ☔סאס僃׵注䑴ַ׊榟孨ס䎬؅䫒׽䶹ֻ״גׂ׹יյ⠕⮯ך禆禈氳ם⛂颦㑔ס䶹䭤ֿ䑒釐׾םמն

n┉亠ך焰炮ס杯㕙עךյ伺מ־׼䶹䭤׀׬׾׿׈☔ֿյ׌ײ׌ײ⹦׾ֵגױֵ׵❆ַׂי׿׈ׯ׆׽
Ø☔ס倲ס׊׼䐝艄؅縒ֻעכ׆׾յ☪ס㎁ס炘⚡⟊꤃⯆䈱⪒⛮؅ֹ׻׽ֵס縒ֻ泡׾ֿםחמכ׆׌

わ 夵䇗⪒㎁ך邾丗ס忁榖愤㲹ֿ颯םֹ׻׾׆侇算バ宯׀䎻עסג׀יזםמ׽ր☔כ⽜ס倲ע׊׼鐍ֹֿל㱤־׾ց؂ַֹֿכ㎁ךꝎַꝴֵַג׀י׿׈מַױ㛻ם׀㳓갭
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